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住まいの外まわりを提供する、外装建材メーカーのケイミュー株式会社(本社：大阪市中央区、社長：木村均)

では、カラーベスト６０周年を迎える２０２０年度の節目に、屋根材の更なる進化を目指し「軽く強く」「長く美し

く」「省施工」「廃材削減」の考えを軸とした「ROOF Innovation」を推進しています。このたび「長く美しく」の一

環として、カラーベストのリフォーム専用に開発した金属屋根材「リコロニー」を２０２０年１０月に発売いたしま

す。 

 

 

                                                                 
  リフォーム専用金属屋根材「リコロニー」 

 

 

 

カラーベストは２０２０年度に６０周年を迎えるロングセラーのスレート屋根材です。これまでに累計１１億㎡を

販売し、多くの住宅などにご採用いただいているため、まさにリフォーム適齢期を迎えている物件が多数あり

ます。そんなカラーベストに向けた、ケイミューからの新しいリフォーム提案として、既存の屋根に貼り付けて

簡単に美しくリフレッシュできる金属屋根材「リコロニー」を発売します。 

 

これまでカラーベストのリフォームのうち、金属屋根材等による重ね葺きや新しい屋根材への葺き替えは、塗

り替えリフォームに比べると大掛かりな工事が必要で、コストも高くなることが課題でした。そこでケイミューで

は、リフォームの選択肢として気軽に選んでいただきやすい、リーズナブルで短工期のリフォーム専用金属

屋根材を開発いたしました。当社が金属屋根材を自社工場で製造するのは、今回が初となります。 

 

リコロニーの本体はカラーベスト２枚分のサイズで、１．４㎏と軽量です。既存の屋根材に接着剤で貼り付けて

施工が完了するため、屋根の重ね葺きリフォームに比べ、短工期でリーズナブルにリフォームすることが出来

ます。 

既存の下地や屋根材を剥がすことなく外観を美しく改修でき、通常の葺き替えリフォームでありがちな粉塵・

騒音が少なく、塗り替えリフォームよりにおいの発生も少ないので近隣環境にもやさしい屋根材です。 

 

屋根材の先端には、ローマウント形状を採用。雨水の切れが良く、汚れも溜まりにくい形状の工夫で、リフォ

ーム後も外観の美しさを保ちます。 

 

ケイミューは、これからも屋根材の「長く美しく」を目指し、新しい価値の創出に取り組んで参ります。 

 

 

 

 

ひたむきに、屋根、壁、雨といのこと。 暮らしをまもる 住まいを魅せる 

    
〒540-6013 大阪市中央区城見１丁目２番27号 

クリスタルタワー13階 

 

リフォーム適齢期を迎えたカラーベストを手軽に美しく！ 

カラーベストリフォーム専用 金属屋根材「リコロニー」を新発売 

 

報道関係お問い合わせ先 
（経営企画部）ＴＥＬ：06-6945-8146／ＦＡＸ：06-6945-8071 

ホームページ https://www.kmew.co.jp/ 



 

 

リコロニー 本体仕様 
 

 
  

 
 

適用商品一覧 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

リコロニー リフォーム事例 

 

  
 

品 名 リコロニー 

サイズ 1,820㎜×182㎜（働き寸法） 

見かけ木口厚さ 約11㎜ 

重 量 約1.4㎏/枚 

材 質 塗装GLめっき鋼板 

色 ブラック/ブラウン 

対応勾配 3寸以上 

価 格※ 1,750円/枚、約17,500円/坪  

発売日 2020年10月1日 

※価格は製品本体のメーカー希望小売価格（税抜）です。  

  工事費などは含まれておりません。 

Before 

After 

リコロニーの施工手順 



 
 

 

 

 

屋根材を固定している釘に干渉しない寸法で形状を設計 

しており、スムーズに美しく仕上げることができます。   

部位によっては、既存の役物をそのまま使用することが可能です。

す 。 
また状況によっては、塗装したり、取り替えたりすることも可能です。 

※接着剤の塗布量・方法には基準があります。基準を守って施工ください。 

水抜き孔を大きく設計して排水性を確保。リコロニー前端部に 

 
雨水が留まりにくくしています。（水抜き孔は本体１枚につき４ケ所）    

 

雨水が溜まりにくいローマウント形状を採用。水の切れが良く 

汚れが残りにくいため、外観の美しさが保てます。    

 

リコロニーの本体はカラーベスト２枚分のサイズで、しかも 

１．４ｋｇと軽量。スムーズに施工が行えます。 

JIS 規格の遮熱鋼板の採用により、日射反射率 40％（赤外 

 
線領域）を全色クリア。熱線である赤外線を多く反射すること    

 
で熱の伝達を抑えます。 

 

接着剤の強度については社内で検証済み。社内耐風試験 

でも、屋根材の飛散やズレなどは認められませんでした。※ 


